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このたびは、本製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。
この製品の機能を十分に発揮してお使いいただくために、この取扱説明書をぜひごらん下さい。
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デュオビート・ビーター 
スタンダードなフェルト（A）とハードな樹
脂（B）の2タイプの素材を使い、それぞれ
異なる形状をもたせたビーター。サウンド
の違いをぜひお試し下さい (図7)。
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セッティングの際は、ビーターシャフトをビーターホルダー
リンクに差し込み、好みのポジションが決まったらキーボ
ルトで固定します (図8)。

セッティング
サブペダル(左側)の右の接続部にドライヴシャフトジョイン
トを差し込み、キーボルトで固定します(図1）。

メインペダル（右側）の左の接続部に、ドライブシャフトジョ
イントの反対側を差し込み、キーボルトで固定します（図2）。

ドライヴシャフト・アセンブリーのキーボルトをゆるめ、六
角シャフトをスライドさせることにより、左右のペダルの間
隔を調整します。位置が決まったら、キーボルトを締めて固
定します(図3)。

※左右のペダルに接続するドライヴシャフト・アセンブリー
は、六角シャフトが中央のパイプにあらかじめ収納されて
いますが、はずしてしまった場合には、それぞれの接続ポイ
ントにあわせて接続して下さい（図4）。

“パワーシフター” アクション調整システム
ヒールプレートのキーボルトをゆるめ、フットボードを前後
に移動させることにより、フットボードのポジションを3通
りに設定することができる、画期的なメカニズム。A、B、Cの
いずれかの位置を選び、キーボルトで固定します。それぞ
れ異なるアクションが楽しめますので、ぜひお試し下さい
（図5, 6）。

踏み込んだパワーがダイレクトに伝わる、踏みごたえの
あるポジション。

素直なアクションが得られるノーマルポジション。
スピーディーなフットワークに対応するポジション。

A.

B.
C.

図5

図6



アッパーナット

ロワーナット

アンカーボルト

図9

図10

図11

図12

ご使用の際は、すべてのネジ類がしっかりとしまって
いる事をご確認ください。ネジ類がゆるんだ状態で
そのままご使用されますと、製品の破損および、思わ
ぬ事故の原因となります。

ホーローネジがゆるんだ場合には、付属の六角レンチ
で締め直して下さい。

ベアリングへの注油に、粘性の低い潤滑油のご使用
はお控えください。

フットボードヒール裏面のゴムは、ほこりなどが付着
するとグリップ力が落ちてしまいます。その場合は湿
らせた布等で拭き取って下さい。

チェーンやボルト、ナット、フットボードの可動部など
には、時おり注油(グリス等) して下さい。
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ビーターアングルの調整
ビーターアングルカムのキーボルトをゆるめると、スプリン
グのテンションを変えることなくビーターの角度を無段階
に調整することができます。好みのビーターアングルが決
まったら再びキーボルトで固定します (図9)。

フープクランプ
バスドラムのフープをはさみ、ウイングボルトを締めてペダ
ルを固定します（図12）。

スプリング・テンションの調整
スプリングのテンションを強くしたい場合には、アッパー
ナットをゆるめてからロワーナットを締めます。弱くしたい
場合には、それとは逆の手順で行います。このシステムは、
調整後のゆるみを防ぐためのダブルナット方式ですので、
双方のナットを十分に締めてお使い下さい（図10）。

アンカーボルト 
サブペダルの動きを防ぐためのストッパー。
床面にキズをつける恐れがありますので、状況に応じてお
使い下さい（図11）。


